点検•お手入れをしましよう 

お手入れの道具と洗剤について . 

曰常点検をしましよラ . 

お手入れのポイント . 


故障かな？と思ったら 

をラー度、ご確認ください•- 

電池交換 . 

表おとブヴーについて…… 


コン□をお使いになる前に 

コン□を使ラとさのを意 . 

料理に応じてバーナーを使い分け •• 
使用でさるなベと温度センサー•… 


ァフターサービスは？/設置にあたって 20 

長期間使用しない場合/仕様 21 M 

保証書 . 裏議 



コン□を使いましよう 

コン□操作の基本 . 11 

高温調理をする【センサー解除モード】 . 12 


システムキッチン用〈ド□ップインコンロ〉 


ち< じ_^ 

さ部の名称と特長 I 

さ部の名称 . I 

センサー解除操作部 . 2 

安全上のご注意……3 I 
準備をしましょう I 

乾電池の取り付け . b 

さ部品のセット . 7 


型 式 型式の呼び 

RD420H3S RD420HS 



〇をロセンサー搭載 

セン ヴー コン □ 


よく読んで安全に正しく 
お使いください。 


た''愛用の皆様へ )- 

このたびはガスド□ップインコン□をお買い上げい 
たださまして、ありびとラございます。 

♦ご使用の前に、この取扱説明書をお読みいたださ 
安全に正しくお使いください。 

参この取扱説明書の裏表紙び保証書になっています。 

内容をよくご確認のラえ、大切に保管してください。 
♦本製品は家庭用なので業務用のよラな使いちをさ 
れますと著しく寿命び縮まります。 

参この製品は国内専用です。海外では使用でをません。 
参この取扱説明書の他に設置工事説明書びあります。 
機器の移設、取り替え、修理の際に必要となります 
ので取扱説明書ととをに大切に保管してください。 
♦取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げの販売 
店、または当社事業所に連絡して再購入してくだ 
さし、。 


Rinnan 家庭用 I 

nn クックトップ@ 


家庭用 


保証書付 


取扱説明書 




















































各部のを称と特長 


さ部の名称 


強义カバーナー I 


電池父換サイン III * 18 べ--ソ 
電池の交換時期び近づ< 
と電池交換サインでお知 
らせしまず。 


センサー解除操作部 
(強义カバーナー用） 


トッププレート 



器具をつまみ 

それぞれのつまみ 
の左上にどのコン@ 
□のちのか表示し 
てあります。 




ページ 


夺強义カバーナ ー• 標準バーナ ー 

温度センサー、 電極（点火プラグ） 

ノ (ーナーキャップ 
炎口 


立置 



しる受け皿 


各部の名称と特長 




























各部のを称と特長 




ホ炎が消えると、ガスを自動的にスト 
ップ 


ホなベの焦げつきを検知し初期段階で自 
動消义 


立消を安全装置...419.-. 

お'巧；? laa (標準パ‘-: »■-) 

調理中に煮こぼれなどで义び消えると、自動的にガス 
を止めます。 

ホコン□を消し忘れても一定時間で自 
動消义 

コン □消し忘れ消乂機能 III* 17 • 19 ぺ-ジ 

おがぶ ga (■標準パ.-卜^ 

約120分間で自動消义し、消し忘れを防ぎます。 


焦げつき消义機能 111*17 -19 ベ-ジ 
t 卻畑 BA (_ 標準バ-ナ -J 

煮をの調理などでなべ底の焦げ 
つさびはじまりなべを傷める 
前に自動消乂します。 

なべの材質、調理物の種類、 

火力によって焦げの程度は異 
なります。 



峰 ミ肖义 


※なべ底にこんぶや竹皮などをしいた調理では焦げつさ 
消义機能び正常にはたらかないことびあります。 


ホ自動的に义力調節し、なべの異常過 
熱を防止 


ホ調理油の過熱を防ぐ 


天ぷ5油過熱防止機能 4 9 -17 -19 ぺ-ジ 


位(:標準バ-卜） 

調理油び過熱されると、自動的に 
ガスを止めます。 



局;豆自動;届度調節機能"畔9 ベ -y 
お;姑 BA 準バー-) 

焼さちの調理-げりをの調理など比較的温度の高い料 
理や、なべのから焼さをしたときに弱义-強火と自動 
的に乂力調節し、なべの異常過熱を防止します。 

この状態び30分な上続いた場合、または弱火状態 
でをセンサー温度び更に上昇した場合は自動消义しま 
す。調理に支障びあるとさはセンサー解除モードをお 
使いください。 




















































安全上のごミ主意 


♦必ずお守りください 

この取扱説明書および製品には、お使いになる人や他の人への危害や財産への損害を未然に防ざ、この製品 
を安全に正しくお使いいただくための重要な内容び説明してあります。 


♦む下に示す表示と意巧をよく理解してか6本文をお読みください。 


么を険 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、または 
乂災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、また 
は火災の可能性び想定される内容を示しています。 

么を 局、 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害の 
みの発生び想定される内容を示しています。 


参絵表示には次のような意味があります。 


A 

この絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」巧容です 



この絵表示は、してはいけない/ 
「禁止」巧容です ' 

珍火気禁止 ( 

D 

接触禁止ろ解禁止 

〇 

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」巧容です 

喔 

1換気必要 


■ガス漏れに気づいたら絶対に义をつけた 
り、電気器具のスイッチの入•切、電源 
プラグの巧き差し、周辺の電話を使用し 
ない 


炎や火花で引乂し、爆発 
事故を起こすことびあり 
ます。 


义気禁止 




■ガス漏れに気づいたらすぐに使用を中止 
する 

①すぐに使用を中止しガス栓（ねじ 
ガス栓）を閉める。 

③窓や戸を開けガスを外へ出ず。 

③ちよりのガス事業を（供給業ち）に 
連絡ずる。 


〇 





■供給ガスと銘板に表示してあるガス種（ガスグループ）が合っていることを確認する 


供給ガスと一致していない場合、そのまま使用 
すると不完全燃焼により、一酸化炭素中毒になっ 
たり、爆発着火でやけどをすることびあります。 
銘板は機器内左側面に張ってあります。 

強火カバーナー側のごとくとしる受け皿をと 
ると確認でさます。 

供給ガスびわからない場合はお買い上げの販 
売店、またはガス事業者に問い合わせて<だ 
さい。 

転居されたとさち、供給ガスの種類び鈴板の 
表示と一致していることを確認してください。 


ガスグル 


〈例〉銘板 （1 吕 A- 13 A の場合） 


型まの巧び_ 

0000000 


12 A -13 A 


都巿ガス 


に A 用 

13 A 用 

ガス消費量 

ガス消費量 



酵安全上のご注意 















































を全上のご';主意 


■設置するときは可燃物との距離を確実に離す 

距離び近いと火災の原因になります。（火災予防条例で 
定められていますので、必ず守ってください）可燃物と 
の距離び守れない場合は必ず別売の防熱板を取り付けて 
ください。また表面びステンレスやタイルでを壁の内部 
び可燃性の場合は必ず別売の防熱板を取り付けてくださ 
し、防熱板はお買い上げの販売店、またはガス事業をに 
ご相談ください。 

■設置後機器の周辺を改装する場合も可燃物との 
距離を確実に離す 



1已 cm じ(上 


80 cm 上 

1己 cm 上 



〇 


(可燃性の壁の場合） 


■機器の上や周囲にはペットボトル、調理 
油、スプレー巧、力七ットコン□用ボン 
ベなど燃えやすいものを置かない 

熱でスプレー宙内の圧力び上びり、ス 
プレー宙び爆発したり义災の原因にな 
ります。 





■地震、义が、または使用中に異常な燃焼、 
臭気、異常音を感じた場合、使用途中で 
消义した場合はただちに使用を中止し、 
ガス栓（ねじガス栓）を閉める 

故障かな？と思ったら （ III * 16〜19 ぺ-ジ） 

に従い処置をする。 



①消义 


②ねじガスす全を閉める 


■機器の周囲ではスプレー、ガソリン、ベ 
ンジンなど引义の恐れのあるものを使用 
しない 

引乂して乂災の恐れびあります。 


■义をつけたまま離れたり、外出、就寝を 
しない 

調理中のをのび異常過熱し乂災の原因 
になります。特に天ぷら、揚げをのを 
しているとをはを意してください。 

電話や来客の場合はいったん义を消してくださ 


S) 


■ガス配管接続には専門の資格-技術が必 
要です 

機器の設置-移動-取りはずし-買い 
替えの際には、必ずお買い上げの販売 
店、まには当 
社事業所にご 
連絡ください。 


し、。 


〇 




之 




※詳しくは、設置工事説明書を参照してください。 

■絶対に改造-巧解は行わない 

改造-分解は一酸化炭素中毒の恐れびあります。 
また、乂災の原因になります。 


■使用後は消义を確認しガス栓（ねじガス 
栓）を閉める 

消し忘れによる乂災の原因になりま 
す。機器から離れるとさは必ず消乂し 
て < ださい。 


〇 




巧解禁止 



①消火 


















































安全上のごミ主意 


■点义操作時や使用やはバーナーイ寸おに顔 
をおづけ過ぎない 


%^户優 



炎や熱で顔をやけどす 
る恐れびあります。 


■を類などの乾燥や練炭の义起しなど調理 
以外の用途には使用しない 

火災や過熱-異常燃焼 
による機器焼損の原因 
になります。 





■点义操作をしても点义しない場合は器具 
栓つまみを消义の状態に戻して、しばら 
く時間をおき、周囲のガスがなくなって 
から再度点义操作をする 


すぐに点火操作をすると周囲のガスに 
引乂して、を服に燃え移ったり、やけ 
どをする恐れびあります。 


〇 


■使用や、使用直後は器具栓つまみ•操作 
部以タトは触れない 

やけどをすることびあります。と<に 

幼いお子様びいる家庭ではごを意くだ 
さし、。 援輔禁止 




■幼い子供には触らせない 

やけどやけびなど思わめ事故の原因に 
なります。 


Q 


■温度七ンサーのお手入れはこまめに行う 
また上下にスムーズに動くことを確認する 

なべ底に密着しなくなり調理巧び発火 
する場合びあります。また、動さび悪 
いとなべなどび傾を、お湯などびこぼ 
れやけどをする原因にをな . /温戶 
ります。なべの重さは調巧センサー 
物を含め30□旨な上必要で 
す。密着しない場合、点検- 
修理を依頼してください。 



3±e. 

日 


■使用中はコン□の奧へ手を伸ばしたり、 
まやを服を炎、バーナーにおづけない 

袖やエフ□ンなどを服に着乂したり、熱によるやけど 
の恐れびあります。 

なべを動かずとさや炎の大 
ささび自動的に弱火から強 
火へ切り替わるとをびあるこ 
のでを意して < ださい。 





■使用やは換気をする 

使用中は窓を開けたり換気扇を回すな 
ど換気をしてください。換気をしない 
と不完全燃焼による一酸化炭素中毒の 
恐れびあります。 

ミち：ただし、屋内設置で自然 
排気式給湯器およびふろびま 
を使用している場合は換気扇 
を回さず窓などをあけて換気 
してください。排気ガスび逆 
流することびあります。 



爲 


換気必要 


ON ! 




■コン □使用や、使用直後しばらくはトツ 
ププレートに細れない 


高温になっていますのでやけどをする 
原因になります。 


接触禁止 


■点検-お手入れの際は必ず手袋をして巧う 

手袋をしないでお手入れすると機器の 
突起物などでけびをすることびありま 
す。 


〇 


■扇風機やぶ暖房機器の風を機器に当てない 

機器焼損や作動不良の 
原因になります。 



■温度七ンサーに強いショックを加えたり 
キズをつけない / __ 

なべ底にセンサ-びこづ5 
密着しなくなり、調 \ ‘ 

理ミ由び発乂する場合 
びあります。 



•使用中はときどき正常に燃焼していることを確認してください。 

•使ラバーナーの器具栓つまみをまちびえないよラにミち意してください。 

•使用中に、ガス栓（ねじガス栓）を操作しての消乂はしないでください。 

•機器下のキャビネットとび b をゆっくり開閉してください。乂び途中で消える場合びあります 
•熱くなったなべなどをラベルの上に直接置かないでください。ラベルび熱で変色した 
り、損傷したりすることびあります。 

•トッププレートの上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH クッキングヒーターなど電磁誘 
導加熱の調 i 里機器を使わない。磁力線により本製品び故障する原因となります。 



安全上のご注意 



























































準備をしましょう 


乾電池の取り付け 11*18 


@0方向を確かめて乾電池をセットしてください。 

Q 機器が冷めていることを確認する 
g キャビネット扉を開ける。 

n 器具本体底面の電池ケースに、単1形アルカリ乾電池 （1.5V)2 個を図のよ 
うに+側を手前にしてはめ込んでください。 




■乾電池は充電-巧解-加熱-义の中へ投入しない 
■新旧-異種の乾電池は混用しない 
■器具を廃棄する場合は、乾電池をはずす 

ショートや発熱、液漏れ、破裂により、けびややけどの原因になります。 

■乾電池に記載してある'注意事項をよ<読み、正し<使う 



















準備をしましょう 


さ部品のセツ 


ごとく 


ごと< 

ごとくは、ち 
図のよラに上 
面の▲印を前 
後にし、ツ 
メをトッププ _ 

レートの巧に（雲面2力所) 
合わせ、びた 
つをがないよ I 
ラにセツトし 
ます。 


ツメ 



ごと< 


>>ごと< 



トッププレート 


①上部枠パッキンび本体からはみ出していないか 
確認してください。上部枠パッキンびはみ出し 
ている場合は、本体側に巧し込んでください。 

③トッププレートを浮さびないよラに上部枠パッ 
キンに確実にはめ込んでください。セットびか 
たい場合は、①をやり直してくださし、。 


トッププレート 



上部巧 
バツキン 


•afc 

日 


■トッププレートび確実に取り付けてあることを確認する 

上部枠バッキンび本体からはみ出していないか、またトッププレートび浮いていないか確認してください。バーナー 
の炎びトツフフレートの下にをぐり込み乂災や機器焼損の原因になります。 


正しいセット 



誤ったセツトの例 



浮を 


〇 


j 準備を しまし よ ラ 



































準備をしましょう 


しる受け皿 

•しる受け皿は▲印を前後にして、しる受け皿のくぼみ部と 
トッププレートの凹部を合わせて、浮志傾きのないよラに 
正しくセットしてください。 



バ-ナ-十ャップ_ 

バーナーキャップ上面の aE 口を目安にして 
バーナー本体の日と合わせて取り付けて 
ください。 



2. そのときバーナーキャップのピンをバーナー 
本体の凹部の位置に合わせてセットしてくだ 
さい。取り付け後、パーナーキャップを回し 
て動かないか確認してください。 



s±e. 

日 

• /lit% 


■ごと<は正し<セツトする 

誤ったセツトをするとなベなどび不安定になり、かた 
むいたり、倒れたりします。 



誤ったセツトの例 


〇 


■バーナーキャップ-しる受け皿は誤っ 
たセットで使用しない 

しる受け皿び傾いたり、バーナーキャップを 
正しく取り付けないと、点义しなかったり、 
炎のふぞろいや逆乂を起こしたり、また、器 
具の中に炎びをぐりこんで危険です。 


傾を 






バーナーキャップの浮をしる受け皿の傾をや雲返しバーナーキャップの裏返し 

誤ったセツトの例 


• ノ（ーナーキャップをセットしたとさは必ず正常に燃焼しているか確認してください。 

•バーナーキャップは消耗品です。薄くなったり変形して炎びみぞろいになった場合は交換び必要です。 

お買い上げの販売店または当社事業所へご相談してください。 111*19 ぺ-ジ 
•ごとく、しる受け皿はホー□一仕上げです。よごれなどび焼さつくことびありますので、こまめに掃除 
をしてください。よごれび焼きついてを性能はかわりません。|,,*14 ぺ-ジ 





























コンロをお使いになる前に 


コン□を使うときの 注意 


下記のミ主意や「安全上のごミ主意 III* 3 心ジ」をよくお読みになってお使いください。 


■コン□をおおうような大きな鉄板やなべ 
は使わない 


一酸化炭素中毒のおそれびあります。 

■アルミはく製しる受け、省エネごとくな 
ど指定]:>1かの補助具は使わない 

一酸化炭素中毒や機器の異當週熱のおそれびあります。 

■焼き網は使用しない 

しる受け皿にたまったミ由などび発火したり、 
機器の異常過熱のおそれびあります。 





アル S はく製しる受け省エネごとく 焼さ網 


s±e. 

日 


■やかん、なべなどの大きさに合わせて 
义力を調節する 

义力奶 S いとやかん、 

なべなどの取っ手び ^ 
焼損したり、手に触 
れるとやけどをする 

原因になります。また自動で火力び切り替わる 
場合びあるので火加減にミ主意してください。 


I バーナーキヤツフを水洗いしたときは水 
気をじゅうぶん切ってから七ットする 

炎□び詰まったまま 
使用すると異常燃焼 
の原因になります。 



〇 


■コン□には石焼いもつぼは使用しない 

異常過熱による機器 
損傷の原因になりま 
す。 





■片手なベや底の丸いなべは不安定な状 
態で使わない /〇. 

なべび傾いてやけどの原因になります 。VV 
なべの種劇こよっては、傾しすこり、 
すべりやすいをのびあります。 

ルさな片手なベや底の丸いなべ 
は、必ず取っ手を持ちなびら調 
巧してください。 



• みそ汁を温めなおずとさは义力を弱めにして、よくかさ混ぜなび5温める 

強火で急に温めなおずとなべ底に沈んだみそび突然噴さ上びり、みそ汁び巧び散ったり、なべびはねあびって 
ひっくりかえることびありまず。特にだし入り豆みそ(ホみそなど）に注意してください。 

•煮こぼれにま意ずる 

機器内部およびキャビネット内部のちのなどびミちれまず。また、トッププレート-ごとく -バーナーなどに煮 
こぼれび焼さついたり、機器を早くいためまず。火加減に注意してください。 

•义力を弱义にしたときは、消し忘れにま意してください 
•調理中になべをのせかえるとさは、いったん消义してください 


.使用中に自動的に弱义になったときは 


高温自動温度調節機能び作動 


焼さもの調理-げりちの調巧など比較的温度の高い料 i 里や、なべのから焼さをしたとさに弱乂-強乂と乂 
力を調節し、なべの異常過熱を防止する機能です。 

この状態び3□分！;(上続いた場合、または弱乂状態でをセンサー温度び更に上昇した場合は自動消义します。 
調理びでさない場合はセンサー解除モード（強乂カバーナー）をお使いください。 111*12 ぺ-ジ 


>炎び自動的に弱火-強火と切り替わりまずび、故障ではありません。 

>炎の大きさび自動的に変わります。やけどの恐れびあるため、バーナー付近には顔や手などを近づけないようにしてくださし)。 
>高温自動温度調節機能び作動して、最初に弱火になったとさ、ブヴーび「ピピピッ」と1回鳴ってお知らせし 
ます。（センサー解除モードを使用した場合ち同様でず。） 

>自動消火した場合は、なべなどび相当熱<なっていまずので、やけどなどに注意して<ださい。 


n ン□をお使いになる前に 


































コンロをお使いになる前に 


料理に応じてバーナーを使い分け 


ん 標準 バーナー > 

■天ぷら-フライなどの揚げもの 
■煮 もの. 煮 こみ料理 


^ rC 強义カバ-ナ-> 


使用できるなベと温度センサー 


■炒めものなど、強い义力を必要とする料理 

•げ飯-焼さそば-野菜炒めなど 
■焼きものなどの高温じなる料理 

•たこ焼を-ホイル焼を-お好み焼をなど 
♦ポークソテー-ソーセージなどから焼をにちかい料理 


•温度七ンサーを正しくはたらかせるために、必ずお読みください。 


■温度センサーの上面となべ底が密着していないときは使用しない 

•温度センサーがなべ底の温度を正し<検知でさずに、発火や途中消火、機器焼損の原因になります。 
>中華なベ用補助ごと<を使用すると、温度センサーがなべ底に密着しない場合があります。 



なべと材料 
iM び 
300吕な下 


底び丸い 
中華なベ 


中華なベ用補助ごとく 




■耐熱ガラス容器、±なべなど熱の伝わりじくいも 
の、底が浅く広いなべなどでの油調理はしない 

油の温度び上びりやす < 発义の原因になります。 


耐熱ガラス容器 ±なべ 


底びまいなベなど 




なべの種類 

(揚浮器!。 

そ黛1せの滯理 

なべの種類 

曝） 

そ ( m せの滯理 

lii ル、^^ 

底の平らなアル S 製中華なベ 

〇 

(200邮な上） 

〇 

耐熱ガラス容器 

X 

〇 

(ただし、消火する 
場をび态〇ます） 

L □滅ゴ 〇 

底の平らな鉄製中華なベ 

〇 

(200 邮な上） 

〇 

圧力な ベ 

X 

〇 

(ただし、消义する 
場をびお0ます） 

ステンレス(薄手:なべ底厚み2.巳 mm 未満） 

X 

〇 

無水なベ 
多層なベ 

〇 

(200邮总上） 

〇 


〇 :適する X :適さない（温度を正しくお知しなし鳴合あり） 

中華なべについて 


• なべ底と温度センヴーび密着していることを確かめてから使用してください。 

• 中華なベの種類によってはなべびを定せず、温度センサーび正しくはたらさません。 
• 必ず取つ手を持つて調理してください。 


冷凍食材 


調 S 油 


綠 S 


0 


:令ま食材をなベの底面中央(温度セ 
ンサーの接軸位置)に密着させない 


■冷凍食材をなベの底面中央に密着させた状態で揚げ 
ものをしない 

なべの底面中央（温度センサーの接触位置）に;令凍食材び密着 
した状態で揚げをの調理をすると、温度センサーびなべ底の温 
度を正しく検巧しないため、発乂するおそれびあります。 

■複数回使った調理油で揚げものをしない 

何回を使用して茶掲色に変色した調理油、にごった調理油、揚げカスなどび沈んだまま残っている調理油は使用しな 
いでください。発义び起こりやすくなる場合びあります。 

■揚げ過ぎない 

豆腐などの水分のをいものや、巧つさのコ□ッケなどの破裂しやすいをのなどは、特にを意してください。長時間揚 
げ過ざると油び飛び散り、発乂や、やけどのおそれびあります。 

■揚げものは食巧全体がつかるまで調理油（必ず 200 m ぶ以上）を入れて行う 

調理油の量び少なかったり、減ってさたりすると、発义するおそ 
れびあります。 

特にフライバンなどの底び広いなべで揚げをのをする際は、食材 
全体び調理油につかっていないと、発乂するおそれびあります。 


調理油 


食材- 


I を材全体びつかるまで I 


〇 


■強义カバーナーのセンサー解除モードは揚げもの調理には使用しない 

調理油の温度び高くなり、発义する恐れびあります。 


Q 
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コンロを使いましよう 


コン□操作の基本 


コン□バーナーには消し忘れ消乂機能びついています。約] 20分間連続使用すると自動消乂します。 111*2 


ベージ 


巧)_準備 


Q ガス栓（ねじガス栓）をを開にする 

機器下方のキャビネット内にあるガス栓（ねじガス 
栓）を全開にします。 


©点义 


^义力調節 


Q 器具栓つまみを「止」と「開」の 
U 間でゆっくり回し調節する 

•左に回す：火力び強くなる 
•ちに回す：火力び弱<なる 


H M 揣ま向巧狀な、ミ! 

いに回す 


途中で手を離すと点乂しません。 




>すべてのコン□び同時に放電します。これは全力所 
放電する構造となっていますので異常ではありませ 
ん/。 

器具栓つまみから手を離しても放電していますが、 
着火すると止まります。 

>万一点火しないとさは、器具栓つまみをいったん消 
火の状態に戻し周囲のガスがな<なってから再度点 
火操作してください。 

►長時間使用していなかったり、朝一番などはじめて 
点火するとをは、ガス管内に空気が入っていて点火 
しにくいことがあります。 


のバーナーへ义移りしたことを確か 
U めてか6手を離す 



>早く火力調節をすると消火することがあります。 

>機器下方のキャビネツトのとびらを早く開閉すると 
消火することがあります。 


を消 义 


n 器具をつまみをちへゆっくりいっぱ 
い（「止」①位置まで確実に）じ回す 

必ず义び消えたことを確認してください。 



^■自動消义した 


自動消义したときは、器具栓つまみは戻りません。 
すぐに器具栓つまみを消火の状態に戻してください。 
器具をつまみを戻すまで、1分毎にブヴーび「ピピ 
ッ」 と己回鳴ってお知らせし続けます。 III* 2 ベ -y 
V. _ y 


接轴禁止 


■使用中、使用直後は器具检つま 
み、操作部]: J かは輔れない 

やけどをすることびあります。と< 
に幼いお子様びいる家庭ではごを意 
ください。 

■コン□使用中、使用直後しばら 
くはトッププレートじ輔れない 

高温になっていますのでやけどをす 
る原因になります。 


n ン□を使いましよラ 
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コン□を使いましょう 


高ミ豆調理をする【センサー解除モード】 


センサー解除モードは強义カバーナーで、炒る料理やあぶり料理などのから焼さにちかい高温調理をしたい 
と舌に使用で舌るモードでず。 

焦げつさ消义機能と天ぷ 5 油過熱防止機能を解除し、高温調理がでをまず。 （約 30 分間使用でさます。） 


巧!点义 


Q 強义カバーナーの点义操作をする 

点乂操作111*11ぺ - y を参照してください。 



がが 


をモ-ド設定 


Q センサー解除キーを3秒長巧しする 


「ピッ」と1回鳴ってお知らせする 
と同時にセンサー解除モード表おラ 
ンプび点巧し、センサー解除モード 
に設定されます。 




>ちラー度センサー解除キーを巧すと取り消しに 
なります。 


感調 


理 


B 貪材をお入し、調理をはじめる 




>なべの 異常過熱を防止す るた め、弱火•強火と火力 
が自動的に切り替わることがあります。 

また、弱火状態でちセンサー温度がさらに上昇した 
場合は、温度センサー過熱防止機能がはたらさ、自 
動消火します。 

>再点火してち火びつかない場合は、しばらく待って 
からおこなって < ださい。 


0約30巧経過すると… 

ブヴーで「ピー」と3回鳴ってお巧 
らせし、センサー解除表をランプび 
点滅し、自動消乂します。 


琴源 

解抵 


徐終 


王 


Q 器具栓つまみをちへゆっくりいっ 
ぱいに回す 

センサー解除モード表示ランフび消巧します。必ず 
义び消えたことを確認してください。 III * 11ぺ-シ- 



がが 




12 





























点お•お手入れをしましよう 


お手入れの道具と洗剤について 


燃 


お手入れのしかた 



使ってはいけない道具と洗剤 


• 上記記載 U ■(外の道具や洗剤ち使用しないでくたさい。 

>トツフフレートには、ま全に関するを意ラベルび貼付してあります。をし、はびれたり、読めなくなった場合は、お買い 
上げの販売店、または当社事業所に連絡してラベルを再購入し、張り替えてください。 


〇 


必ずする 


s±e. 

日 


■点検•お手入れは、ガス栓（ねじガス栓）を閉め、機器がぶえてか6手袋をはめて巧う 

• やけどや機器の角などでけびをする原因になります。り（ーナーまわりは特にを意してください） 

•使用直後はトッププレートは熱くなっています。お手入れはトッププレートび;令えてか b 行ってください。 
•点検-お手入れ後は、機器にふさん’紙類などを置さ忘れていないか確認してください。 

■お手入れ時は、バ-ナ-キャップ•ごとく’しる受け皿ははずせます。それ]:>1かの部品は絶排こ取りはずさないでくださし、。 

•はずした部品は r さ部品のセット」 III * 7 • 8 ジを参照して取り付けてください。 


•ご使用上ま障びない場合でを、不慮の事故を防ぎ、安むしてより長くご使用いただくために、年1回程度の定期点検をお 
ずずめしまず。 

※定期点検を受ける先び不明の場合や、点検費用などについてはお買い上げの販売店または当社事業所にお問い合わせくだ 
さし、 

圓1づ圓 


使ってはいけない道具-洗剤 

(S ) 纖雜輸 

金属たわし 硬い歯ブラシ^ ナイ□ンたねし亀の子たわし 

•硬いため、部品-ホー□一や塗装の表面にキズび 
つさます。 はびれ-夕け•変色•変質•さび•割 
れの原因になりまず。 

Q i 1 ^ 

クレンザー みがを粉スポンジたねし裏面（硬い） 

• スポンジたわしの裏面は硬く、研磨剤ち)付着しています。 
•研磨剤で、部品-ホー□一や塗装の表面にキズび 

つさ、 はびれ-たけ•変色•変質•さび-割れの 
原因になりまず。 


弱酸性洗剤. xX 

弱アルカ1」性洗剤- し；-’ X 、 

ク1」ームクレンヴー 

重曹 歯みびさ粉 

•基本的には使ってはいけません。樹脂部品の割れ- 
表面の変質-キズ-変色-さびの原因になりまず。 

•もし使う場合は、「お手入れのポイント III 吟14ぺ-シ」を 
巧って使ってください。ただし、機器本体’バーナー 
部などの塗装部には絶対に使用しないでください。 


酸性- ドでろシンナ ー• 

アルカ U 性洗剤- ベンジン • 

漂白剤 おアルコール 

•部品やホー□一-塗装の表面び変質し、 樹脂部品 

の割れ-はびれ-変色-さびの原因になりまず。 

S) 

[Ml スプレー式洗剤 

•機器内部に洗剤び入ると、電子部品に付着して作 
動不良や腐さして、 故障の原因になりまず。 

機器に直接かけずに、必ず巧に含ませてからお手 
入れしてくださレ。 


点検•お手入れをしましよラ 







































部品が正し < セットされていますか？ 


つまり、たまり、巧れはありませんか？ 



〇〜©のさ部品のお手入れのポイントを14 • 1已ページで説明していまず。 



〇ごとく 
0しる受け皿 
€) バーナー キャップ 
バーナー 本体 

〇立消え安全装置(炎検知部) 
電極(点火プラグ） 

温度センサー 
0トッププレート 


※もっと詳しいき部のを称は1 ’ v ’ s ペ-ジをご覧ください。 


D ごとく、③しる受け皿 


♦シミちれがひどかったり、こびり付きがとれ 
ないときは？ 


1 . 台所用中性洗剤を混ぜた水を含ませた紙や巧 
で湿6せる 

そのまま置いてお<か、つけ置さしてお<とミちれび 
浮さあびってさます。また、煮洗いずるとさらにミち 
れを落しやす< な0まず。 

2 . 水洗いし、水気を巧き取る 


く♦それでもミちれがとれない場をは、 W 下の 
方法でミちれを落とします _ 

ただし、これらは基本的に使っていけないちので、 
表面にキズびついたり、変色-変質することびあり 
ます。目立たない部分で試してからお使いください。 

• 水でめ6したスポンジや歯ブラシに重曹を塞 
り、ミちれを落とす 

重曹を溶かした水につけ置をした後にちれを落とし 
ます。それでち巧れびとれない場合は、そのまま30 
分ほど煮込むとちれを落としやすくなります。残っ 
たちれは、割ばしやへラを使ってこすり落とします。 
その後水洗いします。 

• 弱アルカリ性洗剤-歯みがき粉•クリームク 
レンザーをスポンジじつけて、ミちれを落とす 
こともできます。 


































点お•お手入れをしましよう 


⑤バー ナーキ ヤップ.バ ーナー 本体 


7.ミちれていた6、拭:き取る 

2.バーナー部は目ヴまりしていたら、が□を歯 
ブラシや討金などでお手入れする 

目づまりやミちれは、不完全燃焼や燃焼不良の原因と 
なりまず。 


針金 


⑥トッププレー 



え表面はやわ6かい巧、やわ 
らかいス ポンジなどで巧き 
取る 


4 . バーナーキヤッフは水洗いをする 

水洗いをしたあとは水気を十分 
に切ってからセツトして<ださし、。 


手袋 




•中性洗剤 LU 外は使巧しないでください。万一、表面 
の黒色塗装びはびれた場合、そのまま使用してち問 
題あ0ません。 


1. ミちれた6そのつど、やわらかい巧やスポンジ 
でお手入れをする 

そのままにしておくと、 シミ甘觸ったり' 変色ずる 
ことびありまず。 


く♦「ミちれがひどいときは？」 

1 . 台所用中性洗剤と水を含ませた紙でミちれた部 
ろを湿6せておく 

ミちれび浮いてきたらやわらかい巧やスポンジでふき 
取りまず。 


• トッププレートは修理業者じ(外の人は取りはずさな 
いでください。機器の変形-破損の原因になりまず。 
•硬いブラシやたわし、また中性じ(外の酸性-アルカ 
U 性洗剤を使用しないでください。はびれ-変色- 
シミ-キズの原因になりまず。 


④立消え安全装置（おおミ日部）電極（点义 
プラグ）-温度センサー 


1ミちれていた6、柔6かい巧などで巧き取る 


2.立消え安全装置（お検 
知部）と電極（点义プ 
ラグ）に、ミちれがこび 
りついている場合 


やわ5かい歯ブラシ 


Siir 置 

フフシでお手入れ 



する 

3.温度センサーは片手を 
添え、水をかたくしぼつ 
た巧で頭部と側面のミち 
れを拭き取る 


温度センサー 



•硬いブラシではお手入れしないでください。 

•立消えを全装置（炎検知部）-電極（点火プラグ） • 
温度センサーを傾けたり、ミちれたままにずると、点 
火不良や消火ずるなどの原因になりまず。 

•電極（点火プラグ）の突起に注意してお手入れして 
<ださい。 


, A 一 点検•お手入れをしましよラ 
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故障かな？と思ったら 


もう一度、ご確認ください 


調べてみると故障でない場合をあります。修理を依頼する前にをラー度チエックしてください。 


こんな場合は 

調べてください 

参照ぺ-ジ’ 

①点义しない 

•ガス栓（ねじガス栓）を全開にしていますか？ 


- 点义しじくい 
- 放電しない 

•ガス配管に空気び残っていませんか？（朝一番など）点火操作を繰り返 
してくださレ。 

11 

- 点义してもすぐ消える 
- まを離すと消义する 

•バーナー炎□びつまっていませんか？ 


•電極（点乂フラグ)、立消え安全装置（炎検巧部)、バーナーキャツフ 
びめれたり、ミちれたりしていまはんか？ 

1己 


•) (-ナーキャツフび正しくセツトされていますか？ 

8 


•アル S はく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないでください。 

9 


•乾電池び正しくセツトされていますか？ 

乾電池び消耗していませんか？ 

6-18 


• 器具栓つまみをゆっくり操作していますか？ 

11 


• 素早い操作では放電しない場合びあります。 


• ブヴーび鳴って消火しましたか？ 



•温度センサーび高温になっていませんか？ 

ま全機能びはた5いて消义した場合、温度センサーの温度び下びるま 
で点火してをすぐ消火します。 

水を入れたなべやめれふさんなどで温度センサーを;令やしてくださし)。 
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• LP ガスびなくなりかけていませんか？ （ LP ガスをご使用の場合） 

— 

② 炎の状態がおかしい 

•バーナー炎□びつまっていませんか？ 


. おが安定しない 
. おが黄色い、ホい 

•電極（点火プラグ)、立消え安全装置（炎検巧部)、バーナーキャツフ 
びめれたり、ミちれたりしていませんか？ 

15 

- 異常音をたてて燃える、消 
元る 

•) (ーナーキャツプび正しくセツトされていますか？ 

8 

. 炎が巧一でない 
- 使用中巧が消える 
- なべにすすがつ < 

•アル5はく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないでください。 

9 

• 器具栓つまみをゆっ < り操作していますか？弱火にし過ぎていません 
か？ 

11 


• ブヴーび鳴って消火しましたか？ 

19 


• 風びのさ込んでいませんか？ 

扇風機や;令暖房機器の風び当たっていまはんか？ 

己 


• コン□ノ（ーナー使用中に機器下方のキャビネツト扉を早く開閉すると 
消乂することびあります。ゆっくり開閉してください。 

11 


•加湿器を使用すると水分に含まれるカルシウムび燃えて炎びホ<なる 
ことびありますび、異常ではありません。 



•バーナーの炎は電極（点火フラグ)、立消え安全装置（炎検知部)、ご 
とく部分などで炎び短くなっています。異常ではありません。 



•換気をしていますか？ 

已 

\ 

• 消义操作後数秒間コン□ノ（ーナー炎□からかさな炎び出ることびあり 
ますび、バーナー内に残った微量のガスによるをので異常ではありま 
せん。 

ノ 


故障かな？と思つたら 


6 


































故障かな？と思ったら 


こんな場合は 

調べてください 

参照ぺ-ジ 

③点义すると他のバーナー 
も放電する 

•他のバーナーち同時に放電します。異常ではありまはん。 

11 

④ 使用やや消义後に音が 
する 

•r ポン」と音がする 
- キシミ音がする 
•「シャー」と音がする 

•コン□バーナー使用後に「ポン」とい 5 火の消'えた音びしますび、異常 
ではありません。 

— 

•点义後や消乂後にキシ 5 音びでますび、過熱やを却されるとさに、金 
属び膨張収縮して起こる音で、異常ではありません。 

•コン□バーナー使用中「シャー」と音びでますび、燃焼するガスの通 
過音で、異常ではありません。 

⑥ 器具栓つまみからまを 
離しても放電している 

•器具栓つまみから手を離してち放電び続さます（最長約 10 秒)。異 
常ではありません。 

— 

⑥ 使用中に… 

- 調理中に消义する 
- 自動消义しない 
- 点义してもすぐ消える 
- 义力が変わる 
- なべ底がひどく焦げついて 
消义した 

- 义力が大きくなった 
- 义力が変わらない 

• なべの形状や材質び適していますか？ 

10 

• ±なべや耐熱ガラスなベや圧力なベを使っていませんか？まれに焦げ 
つさ消乂機能びはたらさ、消乂することびあります。再点义してくだ 
さい。 

10 • 19 

• なべ底び凹凸していませんか？ 

10 

• なべ底や温度センサーびミちれていませんか？ 

• 油の量はあっていますか？ 

• から焼さに近い調理をしていませんか？ 

•フライバンやなべをふったり、浮かせて調理していませんか？ 

— 

• なべ底にこんぶや巧皮などをしいて調理していませんか？ 

•長時間使っていませんか？ 

コン□消し忘れ消义機能び作動しました。再点乂して<ださい。 

2.9.1 目 

•なべの温度び高温になると、自動的に火力を切り替えます。 

強乂な弱义を繰り返し、この状態び 30 分間続くと消义します。 

•自動で弱火になったとさは、センサー解除キーを巧すと、高温での調 
理びでさます。（強义カバーナーのみ） 

12 

• 冷凍食品や;令凍したなべをそのまま調理していませんか？ 

解凍し、再点义してください。 

— 

•カレーやシチューの再加熱ですか？ 

水を加え弱义で様テを見なびら調理して<ださい。 

•キャビネットのとびらを強く閉めていまはんか？ 

11 

•カラメル、みその加熱など水分のほとんどない料理や中火で調理して 
いませんか？焦げつさびひどくなる場合びあります。 

— 

•温度センサーび高温になっていませんか？ 

ま全機能びはた 5 いて消义した場合、温度センサーの温度び下びるま 
で点乂してをすぐ消火します。 

水を入れたなべやめれふさんなどで温度センサーを;令やしてください。 

19 

③ブザーが鳴った 
•数回鳴った 
- 鳴り続ける 

、 

• ま全機能び作動しています。確認してください。 

19 

• 自動消火した後、使用した器具栓つまみを消火の状態に戻しました 
か？ 

2-11 

•乾電池び消耗しています。新しい乾電池を用意してください。 

6-18 


7 


故障かな？と思つたら 

































巧障かな？と思ったら 


こんな場合は 

調べてください 

参照ぺ-ジ 

⑧ ホいランプが点滅する 

-電地交換サイン 
. 七ンサー解除モード表示ラ 
ンプ 

• 自動消义した後、使用した器具栓つまみを消乂の状態に戻しました 
か？器具をつまみを戻さないと電池び消耗します。 

11.18 

•点火操作時 r バチバチ」と放電するととをに、表示ランフびラすく点 
滅することびありますび、故障ではありません。 

— 

⑨点义時にランプが点の 
してランプが消えた 

•特殊な操作で入るデモ(または検査)モードです。故障ではありません。 
点乂操作をやり直してください。 

— 

⑩ 部品が変をする 
-表面が変色する 
-ごとくが変色する 

、 

•酸性やアルカ U 性洗剤、食器洗い乾燥機届洗剤を使届していませんか？ 

13 

•ごとく先端は、炎び当たり白くざらざらになります。 

ノ 



〈点滅〉……サインび点滅したら 
/| \乾電池を準備してください。 

(§) 〈点灯〉……サインび点灯したら 
全バーナーび使えません。乾電池 
を交換してください。 


•乾電池の交換時期び近づくとランプ（電池交換サイン）び点滅します。 

•ランプび点滅したら、単1形アルカリ乾電池 （1 .已 V ) — 2個を準備します。 

•ランプび点灯したら、単1形アルカリ乾電池2個を同時に交換します。電池交換サインび点滅から点灯 
に変わると、全バーナーび使用でをなくなります。 

•アルカリ乾電池を使用した場合、電池を交換する（電池交換サイン点灯）目安び約]年です。（付属ア 
ルカ IJ 乾電池で当社使用モードによる） 

•アルカリ乾電池でを使用状況-使用時間-乾電池製造メーカー-種類び異なると交換時期び1年於内 
と短くなります。また、マンガン乾電池を使用した場合を交換時期び極端に短くなります。 

•新しいアルカリ乾電池を2本同時に交換、ご使用ください。 

•未使用の乾電池でち「使用推奨期限（月、年)」を過ざている場合は放電により、短時間で電池交換サイ 
ンび点滅-点灯する場合びあります。また付属のアルカリ乾電池は、工場出荷時期により寿命び短くな 
つている場合びあります。 

• 乾電池は、機器び冷めてから交換してください。 

•単2、単3形乾電池を単]形サイズにする電池スペーサーは電池ケースの©端子び接触せず、使用で 
をない場合びあります。また、使用でをた場合でを交換時期び極端に短くなります。 

























故障かな？と思ったら 


ブザー音 

表示 

部位 

内容 

原因 

処置と再使田あの注意 

参'暇ぺ-ジ 

ピ ー5 回 

〈強义カバー 
ナーの場合〉 
センサー解除 
モードをう 
ンプ点滅 

標準バーナー 

天ぷ6巧過熱防止機能 
作動 

焦げつき消义機能作動 

調理';由の過熱.焦 
げつき.消し忘れ 
じよる過熱 -せら 
炊きなど 

• 「故障かな？と思ったら⑥」 
を確1忍する。 

•やけどじを意して再点义を 
巧う。 

• 天ぷ6巧過熱防止機能作動 
中（温度センサーが高温の 
ままの状態）は、点义して 
电手を離すと消火する場合 
があります。 

2-9 

10.11 

17 

強义カバーナー 

標準バーナー 

温度センサー過熱防止 
機能作動 

強义カバーナー 

ピー3回 

〈強义カバー 
ナーの場合〉 
センサー解除 
モード表う 
ンプ点滅 

標準バーナー 

立消え安全装置の作動 

がの唤き消え•煮 
こぼれした場合- 
点义しなかった場 
合など 

• 「故障かな？と思った6①、 
②」を確1 忍する。 

♦周囲にガスがなくなるまで 
待ってか6再点义を巧う。 

2-11 

16 

強义カバーナー 

標準バーナー 

点义時じ着义しなかつ 
た 

強义カバーナー 

電池交換 
サイン点な 

標準バーナー 

電池交換サインのお巧 
らせ 

乾電池の消耗 

•乾電池を交換してください。 

6-18 

強义カバーナー 

〈強义カバー 
ナーの場合〉 
センサー解除 
モード表づ 
ンプ点滅 

標準バーナー 

コン□消し忘れ消义機 
能作動 

使用開始から約 
120分がたち自動 
消义しました 

•器具をつまみを回して戻す。 
•続けて使用ずる場合は、再 
点义を巧う。 

2-11 

12 

強义カバーナー 

強义カバーナー 

センサー解除モード終 
了 

約30分がたち自 
動ミ肖义しました 

•器具をつまみを回して戻す。 

ブザーが 鳴 
り続ける 
(ピー約8 
秒連続） 

、 

〈強义カバー 
ナーの場合〉 
センサー解除 
七ート表小ソ 

ンプ点滅 

標準バーナー 

温度センサー.電子部 

部品が故障してい 
ます 

•ガスを（ねじガスを）を閉 
め、使用を中止し、お買い 
上げの販売店、またはフリー 
ダイヤルじご連絡ください。 

20 

ノ 

強义カバーナー 

品の故障 

センサー解除 
モード表 W ラ 
ンプ点滅 

強义カバーナー 

センサー解除連続押し 
エラー 


耗品について 


消耗部品はいたんでをたら交換してください。お求めの場合は、当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト 
R.STYLE ( http :// www . rinnai - stvle . ip /) または、お買い上げの販売店にてお求めください。 


部品名*品名 

品番 

希望か売価巧(税込） 

部品名 • 品名 

品香 

巧望か売価ち(税込） 

ごと< 

010 -27 已 -000 

¥1,0 已〇 

しる受け皿 

009 -2 已 2-000 

¥630 

ノ くーナーキャップ 

1 已 1 -344-000 

¥1.260 



• 2008 年1月現在の価格です。価格•仕様は変更される場合びあります。あらかじめご了承ください。 
当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト （ R . STYL 百では、上記ながの消耗部品やお手入れ品などを幅 
広く取り扱っております。本製品の交換部品は、お客様自身でお取り替えでをる部品び対象です。 

当社製品の消耗部品-お手入れ品をインターネット販売サイトよりごを文いただけます。 

http://www.rinnai-style.ip/ 
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巧れた部品を交換しましよラ！ 

R.STYLEO 


表示とブサーについて 


故障かな？と思つたら 


















































アフターサービスは？/設置にあたって 


[アフターサービスは？ 


^保証について 

参取扱説明書の裏表紙び保証書になっていまず。 

参保証書の内容のよラに、一定期間-一定条件のちとに 
無料修理いたします。 

参保証期間はお買い上げ曰から]年間でず。 

♦おず、「販売店名-お買い上げ曰」などの記入をお確か 
めにな0、保証書の内容をよ<お読み<ださい。保証 
書を紛失されますと無料修理期間中であってち修理費 
をいただく場合びあるので、大切に保管してください。 

修理を化巧ずるときは 

♦万一故障したと思われる場合は、まず「故障かな？と 
思ったら III * 16 ベ-ジ」に従い、調べてください。それで 
も不具合のある場合は、ガス栓（ねじガス栓）を閉じ、 
お買い上げの販売店、またはフ U —ダイヤルにご連絡 
<ださい。 

参ご依頼される際には次のことをご確認ください。 

①ご住所-お名前-電話番号 
③品名-型式の呼び-お買い上げ曰 

③ 詳しい故障内容-状況 

④ 訪問ご希望曰 

修用性能部品の保有期間 

♦製造打ち切り後已年でず。補修用性能部品とは、その 
製品の性能を維持するための必要な部品でず。 
♦保証期間び過ぎていてち、修理ずれば機能び維持でを 
る場合は、ち料で修理いたしまず。 


^転居されるときは 

参転居ずる場合は、転居先のガス事業者およびお買い上 
げの販売店、または当社事業所にご連絡ください。 

参ガスの種類び異なる地域へ転居される場合 
ガスの種類は、都市ガス数種類と LP ガスびあり、改 
造と調整び必要でず。そのまま使用ずると正常なはた 
らさをしないだけでなく、故障、不完全燃焼、火災な 
どの原因になりまず。必ず、転居先のガスの種類を確 
認してください。この場合の改造-調整にとちなラ費 
用は保証期間内であってちち料となります。 

^連 絡先 

♦お買い上げの販売店、 

またはフ U —ダイヤル 
にご連絡ください。 


h お客様の個人情報の取り扱いについて 

参当社は、お客様よりお知らせいただいたお客様のお名 
前-ご住所-電話番号などの個人情報を、サービスま 
動および安全点検ま動のために利用させていただ<場 
合びございまずのでご了承ください。 

♦当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に依 
託ずる場合、法令に基づく業務の履行または権限の行 
使のために必要な場合、その他正当な理由びある場合 
を除さ、当社1ツ外の第立者に個人情報を開示-提供は 
いたしません。 


リンナイフリーダイヤル 

画0120 -054-321 


[設置にあたって（本体と壁との間はあけてください） I 

囲との距離を確認してください_ 

♦詳し <は設置工事説明書を参照して<ださい 

•機器と上方の天井、たななどの可燃物との距離は、 80 cm 政上離ず。 

•木製のよラな可燃性の側壁は]已 cm じ(上、後壁との距離は、 ]5 cm じ(上離ず。 

•上記の距離を確保でさない場合は、当社指定の防熱板を取りつけるなどの防义処置び必要になりまず。お 
買い上げの販売店、または当社事業雨にご連絡ください。 





■必ず機器周りを確認してください。义 
がや発义の原因になります 

参落ちやすいをの、燃えやすいをの 
を置かない。 

♦車両-船舶での使用はしない。 

参風の吹を込む場所に設置しない。 

♦丈夫で水平な場所に設置する。 

参機器の上に照明器具や湯沸器、棚などを設 
置しない。（変形•変色の恐れ） 

参キャビネットに背板びあるか確認する。 
部屋と外気の空気の流れびあると、消火や 
過熱の原因となります。 



不燃が料(日 mmJiLh) * 副獅 

W 欄 I . 、-. 。諭料 


(9 mm 11 hh 


レンジフード 


口 mm Hi ) 


15 cm 

社’ 


Ocm 


60 cm け上 


60cm ULt 

レンジフードファ'' 
ン心ソがの場合は 
80 cm じ I 上 


防熱板 
□巧 (TbS ■ 


，不燃材料ぴ 
ない場合は 
> SOcm 此 h 


十分な距離びない場合 
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長期間使巧しない場さ/仕様 


] 


長期間使用しない場さ 


>ガス栓（ねじガス栓）を必ず閉めてください。 

>乾電池は取りはずしてください。'"* 6 ベ-ジ 
>お手入れをしておくと次回使用するとさに便利です。 III * 13 ぺ-ジ 


1 


仕 様 


二□ガスド□ップインコン □ 


RD 420 H 3 S 


RD 420 HS 


(型式名： RD 420 HS ) 


8.0 kg 


高さ1 47 mm x 幅44已 mm x 奥行已1 0 mm 


1已 A (1/2 B ) 鋼管または金属巧とう管 


DC 3.0 V (単1おアルカ U 乾電池 X 2個) 


立消え安全装置（全バーナー） 

天ぷら油過熱防止機能（全バーナー) 
消し忘れ消火機能（全バーナー） 


連続放電点火式 


単1おアルカ U 乾電池 （2 個)、取扱説明書（保証書付)、（連絡先一覧表別添)、設置工事説明書 


ガスグループ 

(ガス種） 

1 時間当たりのガス消費量 

型式の呼び 

個 別 ガ ス 消 費 量 

を点义時ガス消費量 

強义カ バーナー 

標準 バーナー 

都 

巿 

ガ 

ス 

巧 

L3 

(4A . 4B . 似 

2.8 己 kW 

2.1 已 kW 

4.70 kW 

RD 420 HS 

L2 

(5A . 5AN . 5B) 

2.已目 kW 

2.1 已 kW 

4.70 kW 

L1 

(犯. 6C. 7C) 

2.94 kW 

2.4 已 kW 

已 .lOkW 

5 C 

2.94 kW 

2.1 已 kW 

4.90 kW 

6 A 

2.94 kW 

2.1 已 kW 

4.8 日 kW 

12 A 

13 A 

3.2 目 kW 

277 kW 

已 .87 kW 

3 .已日 kW 

2.97 kW 

目.3日 kW 

L P ガス庙 

3 .已日 kW 

2.9 已 kW 

目.3日 kW 



長期間使用しない場合/仕様 














































MEMO 
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0082(277)5131 〒 733-0833 広島市西区商エセンター 4 T 目 2-1 
0087旧21 )805 日〒76日-0066高お市福岡町2 T 目11き已号 
0092(28 り3234〒 812-0029 福岡巿博を区古門戸町2番3号 


製品についてのお問い合わせは 


本 社 0052(361)8211 干 454-0802 名古屋市中川区お住の2蚕26号 
関東ま社 003(347 り9047〒14日-0002東京都品川区東品川 1-6-6 

東京ま店 003(3471)9047 〒 140-0002 東京都品川区東品川 1-6-6 
化関東ま店 0048(667)4321 干 331-0811 さいたま市化区吉野の1下目39已 -1 

東関東ま店 0043(273)3360 〒 261-0026 千葉市美お区幕張西2下目7 - 1 

南関東ま店 004日(320}3051〒 221-0856 横お市巧奈川区兰ツミ尺上町4蚕] 0号 

東北を社 0022(238)8315 〒 984-0002 仙台市若林区卸町東1 T 目已一日 


修理じついてのお問い合わせは I 

^0120-054-321 


420 HS -31 A X 01 (00) 
10082 3© 
0巨00000已20巨930 


U ン f イ 二□ガスド□ップインコン □ 保証書 

この製品は厳密なる品質管理および検査を経てお届けしたちのです。 

本書は、お客様の正常な使用状態において万一故障した場をに、本書記載内容で無料修理を行ラ 
ことをお約束するものです。 

言己 

1. 保証期間は、お買い上げの曰から]年間とし、機器本体を対象とします。 

保証期間中故障び発生した場合は、本書をご提示の上、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。 

2. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

3. ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼できない場をには、フ U —ダイヤル 
または別添の「連絡先一覧表」をご覧の上、お近くのリンナイす社-支店-営業所-出張所などにご相談<ださい。 


0本書にお買い上げ年月日、販売店名の記入のな 
い場合あるいは字句び書さ替えられた場合。 

■) 指定外の燃料の使用、燃料の供給事情による故 
障および損傷。 

■) ご転居などによる熱量変更に伴ラ改造•調整の場 

厶 

書は曰本国內においてのみ有効です。 

'his warranty is valid only in Japan . 

:の保証書は本書に明示した期間、条件のもとにお 
1て無料修理をお約束するちのです。従ってこの保 
;書によって、保証書を発行しているち（保証責任 
r) およびそれし U がの事業ちに対するお客様の法律 
:の権利を制限するものではあ0ません。保証期間 
!過後の修理などについてご不明の場合は、お買い 
:げの販売店または別添の r 連絡先一覧表」をご覧 
)上、お近くの U ンナイ支社-支店-営業所-出張 
t などにお問い合わせください。 

!証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間 
ついて詳しくは取扱説明書をご覧ください。 


4. 本保証書は再発れいたしませんので大切に保管してください。 

己.保証についての規定は下記をご覧ください。 

無料修理規定 


3. 


1 . 取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書に従った正 
常な使用状態で故障した場をには、お買い上げの販売 
店またはもよりの当社窓□び無料修理いたします。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お 
買い上げの販売店にご依頼の上、出張修理に隙して 
本書をご提示ください。 

なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を 
行った場をには、出張に要する実費を申し受けます。 
保証期間内でち次の場合には有料修理になります。 
(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故 
障および損傷。 

(□) お買い上げ後の取付場所の移動、落下などによ 
る故障および損傷。 

( A ) 火災、水害、地震、落雷、その他の天災地変、 
公害や異常電圧による故障および損傷。 

(二） 一般家庭政外（例えば、業務用の長時間使用、 
車両、船舶への搭載）に使用された場合の故障 
および損傷。 

(ホ）本書の提示びない場合。 

お買い上げ曰および販売店名 
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修理記録 


年月 曰 

修理内容 








お客様へ 

この保証書をお受取りになるときにお買い上げ曰、販売店名、扱ち印び記入してあることを確認してください。 


リン f イ株式会 

〒 454-0802 名古屋市中 川 区福住 
TEL 052口 61)821 パ 



保証書 


店店社社店店社 
ま支支ま支支支 
幌漏部西島松州 
化新中関広高な 


扱者印 





































